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池田ﾊﾞｽｷｭﾗｰｱｸｾｽ透析内科

透析室 48床
（個室透析3床）

手術室



池田ﾊﾞｽｷｭﾗｰｱｸｾｽ透析内科

エコー検査
（血流量、拍動係数、狭窄径）

エコー下VAIVT

VAIVT、VA手術



アクセス外来

• VAエコー検査 約８０００例

透析の現場を理解している臨床工学技士で対応

• VAIVT 約１８００例

• アクセス関連手術 約６００例

（２０１０年９月以降）



技士の取り組み

通常の透析業務

エコー所見による
VAマップチーム回診

エコー下穿刺 加圧式VAマッサージ

エコー検査



加圧式VAマッサージ



患者、性別、透析歴 アクセスの種類 VAIVT歴（回数） マッサージ部位

37歳・女・20年1ヶ月 右前腕内AVF 7 吻合部直上＋肘部run-off

58歳・女・6年0ヶ月 左前腕内AVF 1 吻合部直上

60歳・男・0年8ヶ月 左前腕内AVF 3 吻合部直上

60歳・男・5年2ヶ月 左前腕内AVF 5 吻合部直上

63歳・女・8年7ヶ月 右前腕内AVF 5 肘部run-off

64歳・女・15年3ヶ月 右前腕内AVF 8 肘部run-off

65歳・男・10年7ヶ月 右前腕内AVG 7 V側吻合部

66歳・男・8年4ヶ月 右前腕内AVF 12 肘部run-off

68歳・男・10年1ヶ月 左前腕内AVF 10 吻合部直上

69歳・女・19年4ヶ月 左前腕内AVF 5 吻合部直上

72歳・男・3年8ヶ月 左前腕内AVF 3 吻合部直上

72歳・女・5年2ヶ月 左前腕内AVF 1 吻合部直上

76歳・女・35年9ヶ月 右前腕内AVF 2 肘部run-off

84歳・男・0年6ヶ月 左前腕内AVF 2 吻合部直上

87歳・女・6年3ヶ月 右前腕内AVF 1 吻合部直上

88歳・男・2年7ヶ月 右前腕内AVF 6 肘部run-off

88歳・女・2年8ヶ月 右前腕内AVF 1 吻合部直上

89歳・男・3年5ヶ月 左前腕内AVF 5 肘部run-off

当院における介入症例



加圧式VAマッサージ



マッサージ介入前 VS 介入後 開存期間
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マッサージ介入前 VS 介入後 開存期間
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加圧式VAマッサージの適応

• VAIVTを繰り返す症例

• 狭窄部位を良好に触知する静脈

※動脈内の狭窄には不向き

• 主にAVF症例の吻合部直上狭窄、前腕中間部の狭窄

※吻合部そのものの狭窄は動脈からの加圧が必要になり不向き

• AVGであっても脂肪が少なく、グラフト静脈吻合部の狭
窄部位を良好に触知する場合は適応になりうる

主項目

副項目



まとめ

• VAIVTにおける３ヵ月ルールのため、VAIVT頻回症例に対して始
めた取り組みである

• 加圧VAマッサージ介入により開存期間が延長する症例、延長し
ない症例が見えてきた

• 今後も症例数を重ねて介入の適応、より効果的なマッサージの
やり方などの工夫が必要である

• 透析室スタッフがVA管理に関わることのできる効果的な取り組
みと考える


